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2-1. 燃料電池車について
FC
シ
ス
テ
ム

マルチインフォメーションディス
プレイの FCシステムインジケー
ターの表示をエコエリアの範囲に
保つことで、走行距離をのばすこ
とが可能です。（P.95）

急加速・急減速を控え、スムーズ
な運転を心がけましょう。ゆるや
かに加速・減速することで、余分
な燃料消費を抑えることができま
す。

減速時は、早めに、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギー
をより多く回収することができま
す。

加速・減速のくり返しや、長い信
号待ちは燃費を悪化させます。お
出かけ前に交通情報を確認するな
どして、なるべく渋滞を回避する
ようにしましょう。また渋滞の際
は、ブレーキペダルをゆるめて微

注意
■駆動用電池冷却用の吸入口について

●シートカバーや荷物などで吸入口を
ふさがないでください。
駆動用電池の入出力に制限がかかり、
出力低下や故障の原因となるおそれ
があります。

●吸入口が目づまりしないよう、定期
的に清掃してください。（P.473）

●吸入口に水や異物を入れないでくだ
さい。
駆動用電池を損傷するおそれがあり
ます。

燃料電池車運転のアドバイ
ス

経済的な運転のためには、次の
ことを心がけてください。

FCシステムインジケーターの利
用

アクセルペダル・ブレーキペダ
ルの操作

減速時のブレーキ操作

渋滞
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前進し、アクセルペダルをあまり
踏まないようにしましょう。余分
な燃料消費を抑えることができま
す。

燃料電池車は、電気自動車と同様
に、急な上り坂や高速走行など高
出力での運転時に燃費が悪化しま
す。
速度を抑え、一定速度で走行しま
しょう。

エコドライブモードを使用すると、
通常にくらべてアクセルペダルの
踏み込みに対するトルクの発生が
ゆるやかになります。また、エア
コン（暖房／冷房）の作動を抑え、
燃費向上につながります。
（P.375）

● 必要時以外はエアコンスイッチ
をOFF にしましょう。余分な燃
料消費を抑えることができます。
夏季：外気温が高いときは、内
気循環モードに設定しましょう。
エアコンへの負荷が減り燃費向
上につながります。
冬季：過剰な暖房を避けると、
燃費向上につながります。また、
シートヒーターやステアリング
ヒーターの活用も効果的です。
（P.400）

● エコ空調モードを使用すること
で、エアコンがONのときでも

燃料消費を抑えることができま
す。（P.397）

タイヤ空気圧はこまめに点検しま
しょう。タイヤ空気圧が適切でな
いと、燃費の悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が
大きいため、乾燥した路面では燃
費の悪化につながります。季節、
道路状況に応じて適切なタイミン
グでタイヤを交換しましょう。

重い荷物が積まれていると、燃費
が悪化します。不要な荷物は、積
んだままにせずに降ろしましょう。
また、大型ルーフキャリアの装着
も重い荷物と同様に燃費の悪化に
つながります。

高出力での運転

エコドライブモードの利用

エアコンのON/OFF

タイヤ空気圧の点検

荷物


